
ゴ　ム　輪　継　手　管　理　表

No.* No.* No.* No.* No.* No.* No.* No.* No.* No.* No.*
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1.012 1.012 1.012 1.012 1.012 1.012 1.012 1.012 1.012 1.012 1.012
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工　事　名

管理・呼び径

路　線　名

請負会社名

測　定　者

測　定　日

継手箇所数

管体No.

略　　　　図

清　　　　掃

滑剤塗布

ゴム輪確認

　 受口面

～ゴム輪　 

間　　　隔

(b)

　 受口面

～標　線　 

間　　　隔

(a)

判　　　定

　備　　　考

　　　　　　1.この管理は塩ビ(RR管)に使用する。

　　　　　　2.受け口とゴム輪間隔の値は、4ヶ所のうち1ヶ所でも管理値を越えてはならない。

　　　　　　4.標線での管理は、2本の標線間に受口面が止まっていること。

※測定管理位置は垂直水平でもよい　

国道8号舗装修繕工事
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14/2/21

±30

±30

基準値

基準値

　　　　　　3.接合時に 基準値 を越えた場合は、ゴム輪を取替え再接合しなければならない。


